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犯罪被害者支援 

地域円卓会議 
 

ある日突然生活が激変してしまう、犯罪被害者という境遇に陥ったとき、 

そこにはどんなニーズが発生し、どういう支援があるべきなのかを考える 

 

 

実施報告書 

 
日  時： 2023 年 3 月 18 日（土）13:30-16:10（受付開始 13:00-） 

場  所： 沖縄県総合福祉センター1 階ゆいほーる（沖縄県那覇市首里石嶺町 4丁目 373-1） 

主  催： 那覇市議会無所属の会 

共  催： ～犯罪被害者支援～ひだまりの会 okinawa 

特定非営利活動法人いのちのミュージアム 

公益財団法人みらいファンド沖縄 

協  力：  NPO 法人まちなか研究所わくわく 

 

 

報告書作成 

NPO 法人まちなか研究所わくわく 

公益財団法人みらいファンド沖縄 
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【報告】犯罪被害者支援地域円卓会議 

 

■日  時：2023 年 3 月 18日（土）13:30-16:10 

■場  所：沖縄県総合福祉センター1 階ゆいほーる 

■着席者数：8 名（論点提供者、司会、記録者含む） 

      （着席者のうち 1 名は zoom 接続にて参加） 

■来場者数：21 名(学生、行政、自営業等) 

 

■主  催：那覇市議会無所属の会 

■共  催：～犯罪被害者支援～ひだまりの会 okinawa 

特定非営利活動法人いのちのミュージアム 

公益財団法人みらいファンド沖縄 

■協  力：NPO 法人まちなか研究所わくわく 

 

前泊 美紀 氏（那覇市議会議員） 

ある日突然生活が激変してしまう、犯罪被害者という境遇に陥ったとき、

そこにはどんなニーズが発生し、どういう支援があるべきなのかを考える 

私達がメディア等では接しているはずなのに、なかなか身の回りでは見えにくい、犯罪被害者問題を今回の円卓会議

で扱います。自分や家族など身近な人がある日突然、犯罪に巻き込まれるというトラブルは予見しにくく、当然なが

ら準備もできずに「ある日突然生活が激変」してしまう事象です。今回は、犯罪被害者という境遇に陥ったとき起こ

る生活の変化を共有しながら必要な支援と支援にあたり必要な姿勢も参加者と考える場にしたいと考えています。 

 

センターメンバー 

前泊美紀 

那覇市議会議員 

河井由美 
～犯罪被害者支援～

ひだまりの会

okinawa 

代表 

上原義教 

交通犯罪被害者

遺族 

高木久志 
～犯罪被害者支援～

ひだまりの会

okinawa 

会員 

池原泰子 

沖縄県犯罪被害者

等支援アドバイザ

ー、沖縄被害者支

援ゆいセンター 

前事務局長 

佐村瑞恵 

医療法人 

社団輔仁会  

田崎病院  

精神科医 

上地依理子 

NHK沖縄放送局 

記者 

論点提供 
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＜板書記録＞ 
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➢ 今後のアプローチの方向性（提案） 
［早期支援］ 

犯罪被害者が早期に必要な支援につながるために、行政内での相談対応の体制づくりや地域組織などが支

援制度、支援団体について知るしくみづくりが必要 

 

［長期的な支援と財源確保］ 

犯罪被害者支援と併せて、県や市町村で分担をしながら犯罪被害者支援団体への財源等の支援が必要で、

特に長期に渡る支援の必要性を考えると複数年度で弾力的に拠出可能な基金や寄付の受け入れの機能等も

検討すべき 

 

［条例化］ 

従来の支援制度を整理し、制度につなぐことを担保しながら、犯罪被害者支援の基礎自治体での条例化を目

指す 。特に早期の経済的支援を明文化することで、実効性のあるものとすべき 
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■参加者によるサブセッション 

 

ある日突然生活が激変してしまう、犯罪被害者という境遇に陥ったとき、 

そこにはどんなニーズが発生し、どういう支援があるべきなのかを考える 

 

（参加者記載の原文をそのまま記載している為、事実と異なることがあります。グループ毎に①、②・・・と記載） 

 

①  

 窓口（ワンストップ）で繋がる 

 セミナー（勉強会）で学ぶ 

 行政側の専門職の配置 

 長期で話を聞く存在 

 

②  

 行政の窓口の想像力が足りない 

 予算がない！と 

 県のメニュー（支援）も整理されてない 

 明示されることから（担当者によらない） 

 専門家の横の連携がほしい（→行政が） 

 

③  

 被害者は弁ゴ士に任せていて、何をしていい

かわからない、置かれている立場もわからな

い 

 被害者の支援があまりなされていない 

 支援のネットワークが行き詰まったとき、何

を伝えたらいいのか、考えているヒマがない。

取り残されているような…（機会と人がいる

だけでなく） 

 真実を知ることが危ない、寄り添ってほしい 

 

④  

 経済面→給付金、ゆいセンター、緊急支援金、

転居・治療・葬祭費 etc… 

 心理的ケア→離島支援、アウトリーチ 

 ワンストップ支援、事件が起きた時点で各分

野の支援者がかけつけて役割分担、児童・弁

ゴ士・センター（各機関連携） 

 

⑤  

 交通事故はとつぜん起こるので自分も加害者

の可能性もある。被害者にも。 

 バイク運転している。初心者マークもってい

たころのきんちょう感、雨ふる時は、より安

全うんてんをするようにするから、少しあん

しんする。支援の対象にならないことはダメ

だよな、いわかんを発信 

 学校いく時、横断ほどうで、車のマナーわる

い人おおい、あぶない。いつひがい者になる

かわからない 

 心理学専攻、カウンセリング室でひがい者を

まっていたが、今はアウトリーチする形がふ

えている、ケーサツから、支援について話を

するしくみを。自分がひがいにあったことを

うけいれない 

 ひがい者には何どもなんども支えんサポート

をつなげる。 

 性ひがいは、ワンストップセンターへ。しか

し交通はワンストップセンターがない！ゆい

センターがやくわり。 

 紹介→ぼうかんとつなぐこと→きもちをくむ

よりそうのちがい 

 大変な時は判断しづらい→情報のせんたく 

 専門職サポート、せいどのはざま 

 ケーサツとカウンセラーしょどう対応 

 ケーサツ官のメンタルケアのまなざし 

 理不尽 

  
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犯罪被害者支援地域円卓会議 

参加者アンケート集計 

 

◆概要 

・日時：2023年 3月 18日（土）13:30-16:10 

・場所：沖縄県総合福祉センター1階ゆいほーる  

・着席者：8名（論点提供者、司会、記録者含む） 

      着席者のうち 1名は zoom 接続にて参加 

・参加者：21名（アンケート回収 13 名、回収率 62％） 

 

１．どちらから？ 

 

２．所属 

 

３．円卓会議はどのように知ったか 

 

４．満足度 

平均：4.8（5 点中） 

5.満足 
4.概ね 

満足 

3. 

普通 

2.あまり

満足して

ない 

1. 

不満足 

11 名 2 名 0 名 0 名 0 名 

 

５．満足度の理由 

（５．満足） 

 実際被害にあった方からのお話をきくこと

ができたから 

 参加されている方がさまざまな分野の方で

いろいろな視点で考えることができました。 

 私自身が 10月に交通事故で飲酒運転が前か

ら突込んでくる事故にあいました。今日の

今日まで感情的になったりしなかったので

すが、話を聞いて初めて認知した感覚に落

ちいりました。今回参加できてその部分に

気付かされたと思います。 

 犯罪被害の方々の声を聞くことが初めてだ

ったのでとても考えさせられました。 

 内容はかなり考えさせられるものでした。

ただ参加者に警察・検察・関係機関がほとん

どいなかったのでもったいないと思いまし

た。ぜひ警察等の関係者に聞いてほしい。 

 色々な話しが出来た。新たな視点から考え

ることが出来た。 

 当事者の方、支援者、制度に関わる議員の方

など、多角的なお話、取組みのヒントを聞け

て勉強になりました。 

 貴重なお話、簡単ではないテーマで、濃密な

時間となりました。話しあいやふりかえり

のしかた、みのりある機会とするための、運

営をみせていただいたことも大きな学びに

なりました。 

 犯罪被害者支援というテーマについて、県
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議会の方や当事者、医師、記者など、様々な

立場の人からの話を聞けたことで理解が深

まり、私たちにできることを考えやすかっ

たからです。 

 今回犯罪被害者がいつどのような犯罪を自

分あるいは自分の関係者が経験したという

ことを聞いただけでなく、参加してくれた

大人の人達とグループをつくってそれぞれ

の意見や考えを伝え合い、大人は犯罪被害

者についてどう考えているかというのを聞

くことができたからです。 

 ニュースなどでよく交通事故について報道

されていたけど、私はその時の被害者の心

情にばかり注目していて、その後の経済的

な苦労や心のケアについては考えていなか

ったので、そのことに気づける貴重な機会

となっからです。 

 

（４．概ね満足） 

 発信者（センターメンバー）の顔もスクリー

ン（画面に）写る形にできるとより情報が伝

わるのでは？※注文が多くてすみません 

 当事者のリアルな声を聞くことができた。

知らなかった支援制度を知ることができた。 

 

６．円卓会議で印象に残ったこと 

 参加者の声を多くとりあげること、次につ

ながるとりくみであると感じました 

 上原さんのお話をきけたのは大きかったで

す。ゆいセンターを知らなかったので紹介

したいと思いました。問い合わせの件数が

増えることで予算とかかけることに繋げら

れたらと思います。 

 高校生も参加していてとても頼もしいと感

じました。 

 高校生が学校でも考えていきたいと話して

いて学校で円卓会議開催してほしいと思い

ました。 

 犯罪被害者も加害者も出さない取り組み！ 

 ゆいセンターのアウトリーチ、中野区の話

しは自分でも調べてみたい。 

 初動からつなぐ制度、存在、ひとの必要性、

回復‐（さまざまな）自分、他人、他者、社

会への信頼をとりもどすこと。 

 支援をつなぐということが印象に残った。

被害に合うと混乱するのが当たり前なので、

被害者が自ら動くのではなく、周りの方が

ひだまりの会などにつないであげるという

のが大切だと思った。動線がしっかりして

いると対応しやすい。 

 印象に残ったことは、今回ゆいほーるに来

てくれた犯罪被害者の方が犯罪について語

ってくれたり解決策などについて話し合い、

それだけでなく参加した大人の方達とも犯

罪について話し合い大人の考えを知れたこ

とです。また「いかにどう発信するか」とい

うアイデアは自分の脳内になかったので良

いなと思いました。 

 警察からゆいセンターなどの被害者支援セ

ンターへとつながりやすくするのが大切と

いうことが印象に残りました。また被害者

への支援として、事件事故が起こったとき

にカウンセラーなどと密に協力していくの

がいいと思いました。 

 被害者搬送先病院に被害者遺族を守ってく

れるサポーターを派遣する。被害者支援情

報が拡がるための市町村条例。これまで被

害者は厳しい状況にあった事に驚きました

（ゆいセンター、国や県からの助成がな

い？） 

 

７．会議運営についての意見、感想 

 今回貴重な機会を下さいましてありがとう

ございました。つなぐ を考えていきたい

です 

 自分の気持ちに整理ができました。自分は

ただ寄り添うことしかできないと思いまし

た。 
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 久々に対面での円卓会議に参加させていた

だきました。とても有意義なものになりま

した。ありがとうございました。 

 もっと多くの支援者の方々に参加していた

だきたい。 

 時計を設置してほしかったです。 

 時間の流れがあっという間でした。「困った

ら人はつながる」という社会に戻す活動に

感謝です。 

 ハイブリットの運営は大変だったと思いま

す。円卓形式はよかったです。タイムマネジ

メントに関して時間を過ぎる場合、一度区

切っていただけるとありがたいです。 
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（写真）会場の様子 
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＜サブセッション 記録用紙＞ 
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